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1.研究の背景と目的	
 

	
 発表者は近代の都市産業集積について、主体間の関係に注目し

て分析してきたが、具体的検討は都市のローカルな空間的スケー

ルにとどまった(網島2012)。しかし、各主体の連携は個別の都市

内部で完結しない。実際の経済活動は、原料の購入から製品の流

通販売に至るまで、より広いスケールの中で営まれる。したがっ

て、都市産業集積の主体間の関係もグローバルやナショナルとい

った、より広い空間的文脈の中に位置づける必要がある。この課

題に対するには、様々な空間的スケールを横断して働く、商工業

者ネットワークに注目することが有効と考えられる。近代日本の

ナショナルスケールに対応したネットワークについては、情報に

注目する視点から新聞等を対象とした先行研究が存在する(原田

1970)。しかし、その主眼はこれらのネットワークを近代化の指標

と捉え、空間構造を解明することにあり、主体間の結びつきや情

報の内容自体には踏み込んでいない。本発表は、明治40年代に出

版された医薬品業界紙を史料に、大都市と全国各地を結ぶネット

ワーク上で取り交わされた主体間の関係や情報を明らかにする。	
 

2.医薬品業界紙の基礎情報	
 

	
 『明治新聞文庫所蔵新聞目録』等により、明治期の日本で刊行

された50の医薬品業界紙が確認される。その内、紙面が現存する

のは18紙であり、明治40年代頃に刊行されたものが目立つ。掲

載記事は、医薬品業界の問題に関する論説、発行地および他地域

の医薬品業界通信、そして医薬品取引の市況が主な物となる。医

薬品業界紙は、社主や記者が薬局や売薬業者を兼ねている場合が

多く、しばしばその利害から掲載記事のスタンスに偏りが見られ

る。以下では、資料の残存状況より、大阪の「艸楽新聞」、東京

の「薬業時報」、「薬業弘報」を分析していく。	
 

3.読者とその分布	
 

 「艸楽新聞」(明治42年)と「薬業時報」(明治40年)の年始号
に掲載される年頭挨拶広告より、読者の全国的分布状況を確認す

ると、前者では237軒掲載され、大阪、東京の掲載者が卓越する

ものの、東海、山陽、北陸、国外にも分布している。一方、後者

では91軒掲載され、東京が卓越し、近畿、北陸、中部に見られる

が、その他地域には見られない。以上のデータは、大阪、東京の

各都市と普段から取引上密接な関係を結んでいる地方を示してい

る。より一般的な傾向を明らかにするため、「艸楽新聞」明治42

年の懸賞当選者400名に関する記事を分析すると、九州北部等、

地域独自の業界紙を擁する地域では年頭広告には掲載されていな

いものの、懸賞当選者が分布する地域が確認できた。	
 

4.掲載情報に見る情報ネットワーク	
 

	
 上述した大都市と密接な関係を結んでいた読者が業界紙の掲載

情報に与えた影響を検討する。「艸楽新聞」には毎号、前号刊行

以来の新聞社「来訪者」が掲載されている。明治40、41年の「来

訪者」と地方通信欄に掲載される記事を検討すると、年に複数回、

反復して大阪を訪問する業者が多数確認され、彼らに関する記事

や、彼らが提供したと思われる本拠地の情報が掲載されている。

このように、紙面作成に読者との相互作用が重要な役割を担った

ことが分かる。一方、東京の「薬業時報」「薬業弘報」にはこう

した傾向が稀薄で、情報収集、提供に関する東西の相違が現れる。

「薬業時報」掲載記事によれば、こうした紙面づくりの違いを記

者も認識しており、大阪の動向に追随していく傾向が確認できた。	
 

	
 以上のように、医薬品産業では大都市産業集積と取引上の関係

をもつ他地域の業者が往来することで、業界紙を通じて集積を結

節点とした情報ネットワークを構築していた。以上の知見は、大

都市産業集積が情報の収集と発信において、ナショナルスケール

の中で果たした役割を位置づけるものといえる。	
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